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名古屋大学同窓会支援事業

　本年度，名古屋大学同窓会支援事業に採択され（申

請者：プレゼンテーションアワー学生チーム代表　井

上美里），学生自身が研究や興味・関心を日本語や英語

を用いて，発信できる場を作ることを目的に，平成２7

年6月２6日 （金），1２月4日 （金） にグローバルプレゼ

ンテーションイベント「プレゼンテーションアワー　

～世界が広がる２２秒～」を開催した。本事業は，平成２7

年度に学生間におけるアカデミックな交流の場を増や

すことを目的にアドバイジング部門と学生たちの恊働

により始めたイベントである。本プレゼンテーション

イベントでは，発表者は２２枚のスライドを用意し，1

枚あたり２２秒を使うというルールの元，プレゼンテー

ションを行う。多くの学生たちが公募により応募し発

表に臨んだ。発表者として参加した学生は，与えられ

た発表フォーマットに従って，研究内容，興味・関心，

趣味，夢などを披露し，創意工夫を凝らした効果的な

プレゼンテーションを準備し発表を実施した。学生の

発表テーマについては，詳しくは次ページの当日のス

ケジュールを参照されたい。発表した留学生からは，

「日本滞在中の良い経験となり，自信がついた。母国に

帰国してから今回チャレンジしたことを励みに頑張っ

ていきたい」と感想が聞かれた。1２月のイベントでは，

岐阜県加茂郡白川町において地域おこしに携わってい

る天川氏にゲストスピーカーとして発表いただいた。

　本プログラムによって，教育成果を得たのは，プレ

ゼンターとして発表した学生だけではなく，発表を聞

きにイベントに参加した学生たちにも及んだ。同世代

の学生から日本語や英語で魅力溢れるプレゼンテー

ションを聞くことで，アカデミックな刺激を受ける機

会となった。また年間を通じて，運営や企画等の準備

を進めた学生チームメンバーたちは，イベントの運営

だけではなく，発表者のメンターとなり，事前連絡や

リハーサル，また発表の改善点の提案（日本語の文法

や分かりやすい発表形式に修正する提案等）など行い，

ピア・ラーニングの機会を得た。プレゼンテーション

イベントは，国際交流プログラムとして定着しつつあ

る，「スモールワールド・コーヒーアワー」の特別企

画としても位置づけており，プレゼンテーションの合

間や終了後の懇親会等の場面において，参加者が学内

におけるネットワークを広げられるようプログラム内

容を工夫し，場づくりにつとめた。今後も「プレゼン

テーションアワー　～世界が広がる２２秒～」を通して，

学生が自ら発信しプレゼンテーション能力を高め，国

際色豊かなアカデミックな交流の場として発展してい

くことが期待できる。

グローバルプレゼンテーションイベント 
「プレゼンテーションアワー　～世界が広がる22秒～」

国際教育交流センターアドバイジング部門

髙 木 ひ と み
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